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グランジロジン C の全合成研究：立体選択的なジアザジスピロ環構築
○横江 弘雅 1, 水村 優香 1, 吉田 佐恵 1, 津吹 政可 1（1星薬大医薬研）

グランジロジン C (1) 1) は、⼋員環に融合したジアザジスピロ環⾻格を有する六
環性のアルカロイドである。また、1 は、ビンクリスチン耐性腫瘍細胞に対して
薬剤耐性克服効果を⽰すことが知られている（下図）。今回、当研究室において⾒
出したジアステレオ選択的なドミノダブルスピロ環化反応を鍵反応とした 1 の
全合成を計画した。 

まず、鍵反応の前駆体としてプロピオルアミド 2 を市販の化合物から七⼯程で
合成した。次いで、2 をバールエンガ試薬 py2IBF4 で処理すると、⽬的の環化反
応が進⾏し、望むトランス型のジアザジスピロ⾻格を有する化合物 3 を主⽣成物
として得ることができた。現在、3 から 1 へと⾄る合成経路について検討中であ
る。 
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